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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

(1) このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果

• “Alignment of Outflows with Magnetic Fields in Cloud Cores”
Matsumoto, T., Nakazato, T., & Tomisaka, K. 2006, ApJL, 637, L105-L108

• “アウトフローと星間磁場の整列 – ALMA で見るアウトフロー加速現場 –”
松本倫明、中里剛、富阪幸治、日本天文学会 2006年春季年会

• “解適合格子を用いた自己重力流体コードの開発”
松本倫明、日本天文学会 2005年秋季年会

• “Development of Self-Gravitational Adaptive Mesh Refinement for Simulating Binary Star For-
mation”
Matsumoto, T., 2005, 国際会議 Protstars and Planets V
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図 1: 解適合格子を用いた分子雲コアの分裂と
連星系形成のシミュレーション例。密度分布を
グレーで表している。大小の矩形内部に 83個の
格子が存在する。計算領域は 0.1 pc程度である
のに対し、図示された領域は中心 30 AU と小
さい。星のコアを細かい格子で分解している。
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図 2: アウトフロー形成の MHDシミュレー
ションの観測的可視化。ベクトルは、ダスト熱
輻射の星間磁場による偏光ベクトルを示してい
る。中心部の黒い太線は、アウトフローの天球
面に射影された方向を、グレーの太線は、偏光
の平均的な方向を示す。グレースケールは、面
密度を示す。

(2) これまでのプロジェクトの今年度中の成果

該当なし

成果の概要

解適合格子コードの開発
本年度は、解適合格子を用いた数値シミュレーショ

ンコードに自己重力を実装した。これにより、自己重
力流体を解適合格子で解く数値シミュレーションコー
ドが完成した。この数値シミュレーションコードによっ
て、分子雲コアの分裂と連星系形成の数値シミュレー
ションを行っている。
図 1に計算例を示す。半径 0.1 pc 程度の分子雲コ

アが自己重力によって収縮し、収縮の過程で 3個のガ
ス塊に分裂する。ガス塊はガスと角運動量を降着しな
がら、質量を増加し、軌道を進化させる。
今後は、分裂のモードについて調べ、結果を論文に
発表する。
アウトフロー形成の観測的可視化

Matsumoto & Tomisaka (2004, ApJ, 616, 266)によ
って計算されたアウトフロー形成のMHDシミュレーシ
ョンデータを観測的に可視化し、その結果を論文にまと
めた (Matsumoto, Nakazato, Tomisaka, 2006, ApJL,
637, L105)。
観測的可視化の一例を図 2に示す。星間磁場による

ダストの熱輻射の偏光を再現した。この観測的可視化
によって、距離 250 pcにある天体 (たとえば B335)を
ALMAの分解能 0.′′1で分解すると、アウトフロー加
速現場の磁場構造が明らかになることがわかった。


